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１.事業名

２.担当部署

３.事業の概要

４.事業の目的

５.事業対象

６.年度末状態

７.事業予算（決算） 1,260千円 執行額 執行率 57.14%

８.事業評価

９.事業評価理由

10.事業の課題

11.課題の要因

12.令和４年度の方向

　各施設において消毒液を活用することで、コロナ禍であっても、感染症拡

大防止に留意し、施設の貸し出しや事業実施を行うことができ、市民の社会

体育活動の推進が図られた。

【配布施設：33施設】

課題なし

課題なし

事業終了

非常に効果的であった

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　事業効果検証シート

社会体育活動感染対策支援事業

教育部

　新型コロナウイルス感染対策に留意、徹底する各施設の指定管理者等に対

して、消毒液を配付し、利用施設や備品、事業参加者への感染対策を支援す

ることにより、子どもからシニア世代にかけての継続的な社会体育活動の推

進を図るもの。

　社会体育施設の管理運営、各種事業において、指定管理者、総合型地域ス

ポーツクラブの継続的な感染対策を支援することにより、コロナ禍における

市民の社会体育活動の推進を図るもの。

施設利用者、事業参加者

年度内完了

720千円


